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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前
週末までの連日の上昇による過熱感から利益
確定売りが優勢となり、10営業日ぶりに下落
して始まりました。20日（火）に日銀が金融
政策の現状維持を発表すると反発し、年初来
高値を更新しました。週末は、21日（水）の
米国株式相場の下落を受けて利益確定売りが
優勢となり、下落しました。（週末引け値：
19,427.67円）

週間では、日経平均株価は0.14％の上昇､
東証株価指数は0.44％の下落でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2016年12月19日～12月23日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、20日
（火）に日銀が金融政策決定会合において、金融
政策の現状維持を決定し、金利水準が当面低く抑
えられるとの思惑から買われました（金利は低
下）。週末も、米長期金利の低下や、日銀が新発
10年債を含む国債買い入れオペを実施したこと
が相場を支えました。（週末引け値：0.056％）

週間では、10年国債金利は0.025％の下落となり
ました。

（審査確認番号H28-TB259）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、目立った
材料がない中、一進一退の展開となりました。
週初は金利低下を背景に高配当銘柄を中心に買
われました。20日（火）は米経済の先行きに対
する楽観的な見方から続伸し、史上最高値を更
新しました。週央以降は、クリスマス休暇を控
え、動意の乏しい展開となりました。（週末引
け値：19,933.81ドル）

 週間ではNYダウは0.46％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場
市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、週初は、前週まで急
速に円安・米ドル高が進行したことから、円の
持ち高を減らす動きが優勢となりました。20
日（火）は金融政策決定会合後の記者会見にお
いて、黒田日銀総裁が足元の円安について驚く
ような水準ではないなどと述べると円売り・米
ドル買いが進行しました。週末は、市場参加者
が少ない中、日本の3連休を前に積極的な取引
は控えられ方向感に欠く値動きとなり、小幅に
下落しました。（週末引け値：117円30銭～
40銭）

 週間では米ドル/円は0.51％の円高、ユーロ/
円は0.45％の円高となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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